財務省幹部職員の「出入り禁止」措置について

平成21年2月20日
参議院財政金融委員会
野党筆頭理事
過日の中川昭一前財務大臣の不祥事に関して、以下の3点について、財務省の責任があるものと認識している。
１．当該不祥事に関与したこと。
大臣の酩酊記者会見を誘発し、国及び国民に恥をかかせ、国益を損ねる結果となったこと。
２．大臣の委員会無断欠席を防げなかったこと。
大臣を補佐し、委員会出席等に関する円滑な国会運営に資する適切な対応ができなかったこと。
３．大臣に同行した幹部職員の委員会前の理事会での不適切発言。
大臣を補佐すべき立場として、酩酊記者会見や委員会無断欠席について委員会及び理事会に対する陳謝の姿勢を示さなかったうえ、大臣のローマでの飲酒等に関して事実と異なる発言を行った可能性があること。
上記に関連して、2月18日に財務省に対して、同行幹部職員の民主党財務金融部門会議及び参議院財政金融委員会に「出入り禁止」措置をとることを通告したものの、その後、同行幹部職員及び官房長による民主党財務金融部門会議及び参議院財政金融委員長に対する財務省としての陳謝が行われたことから、とりあえず、当該陳謝を受け入れ、「出入り禁止」措置はとらないこととした。今後、新たな事実等が判明した場合には、その内容に応じて対応する。
なお、内閣としての委員会への陳謝は、然るべき時期に、首相または官房長官の出席を求めて聴取するものとする。
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